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令和 8年度第 1回　新発田市地域公共交通活性化協議会　議事録 

 

1　日　時　　令和 8年 6月 24 日（水）午前 10 時 00 分～午前 11時 00 分 

 

2　場　所　　健康長寿アクティブ交流センター　1階屋内広場 

 

3　出席者 

 

 

 委　　員 所属団体・職名 備考

 渡邉　毅会長 新発田市副市長

 加藤　康弘副会長 新発田商工会議所　専務理事

 髙野　健太委員 新潟交通観光バス（株）新発田営業所長

 庭山　奈津子委員 新発田市ハイヤー・タクシー協会　会長

 吉田　勤委員 東日本旅客鉄道(株)新潟支社 

企画総務部　経営戦略ユニット 

ユニットリーダー

代理出席：マネージャー　　　　　

太田委員

 井関　友則委員 国土交通省北陸地方整備局 

新潟国道事務所　計画課長

代理出席：計画係長 

西川委員

 水上　淳委員 新発田地域振興局　地域整備部長 代理出席：計画調整課　 

主査　清水委員

 小林　真之委員 新発田市　維持管理課長 代理出席：維持管理課 

課長補佐　内田委員

 川崎　智行委員 新発田警察署　交通課長 代理出席：交通管理係長 

桑原委員　

 神田　義一委員 新発田市自治会連合会

 渡邉　肇委員 川東地区自治連合会

 小池　文廣委員 運行地区代表者

 吉岡　慎吾委員 国土交通省　北陸信越運輸局　 

新潟運輸支局　首席運輸企画専門官

 坪川　孝子委員 新発田地域振興局　企画振興部長 代理出席：企画振興部 

主任　栁沼委員

 小室　千代子委員 日本労働組合総連合会　新潟県連合会　

下越地域協議会事務局長

 事務局（市民まちづくり支援課）

 見田賢一課長、石井広通室長、石井陽一係長、山森一樹主任、渡邊祥子主任
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4　会議概要 

（1）　開　会 

 

（2）　会長挨拶 

今年度の第 1 回目の会議となる。人事異動などで委員の皆様の顔ぶれも少し変わっているが、

本年度も 1年間よろしくお願いしたい。 

この時期天候や気温など安定しない日が続く。特に近年は異常気象と言われ、ゲリラ豪雨や

気温の上昇が当たり前となっている。こうした状況下においても、いつでも安心して利用でき

る公共機関を確立していくことが、私たちの重要な課題の一つであると捉えている。今年度は

加治川地域において、従来の 2 ルートを統合した新たなルートで運行を 4 月から開始した。ま

た、佐々木地区では地区内の停留所を増設し、 来週 6 月 29 日から新たなルートで運行する。

いずれも地域の皆様と知恵を出し合いながら見直しを進めてきたものである。利用率の向上に

つながってほしいものと私どもも願っている次第である。他の地区においても、地域との協働

により、適宜必要な見直しを図り、より良い公共交通の姿となるよう歩みを進めてまいりたい。　

本日はこれまでの取組と成果と今後の経過についてご報告をさせていただく。ご意見を頂戴す

る機会として、皆様から忌憚のないご意見やご提案をお願い申し上げ、挨拶とさせていただく。 

 

（3）　委員紹介 

 

（4）　議　事 

○議長 

本日の会議について、規約第 9 条第 2 項の規定により、過半数以上の委員の皆様から出席い

ただいているため、会議が成立していることを報告申し上げる。 

　　 

【第 1号議案】新発田市地域公共交通活性化協議会規約の一部改正について 

　事務局から資料に基づき説明後、質疑に入る。主な内容は以下のとおり。 

　・改正理由 

新発田商工会議所の事務分担の見直しに伴い、選出する委員の役職を変更したいとの

申し出があったため。 

・改正内容 

新発田商工会議所の事務局長を専務理事に改め、期日は任期開始となる令和 8 年 4 月 

1 日に遡って適用させたい。 

 

　　⇒質疑無し、議長から諮り、全員異議なく承認された。 

　　 

○議長 

今回は 2 年間の委員任期の開始後、初めての会議である。協議会規則規約第 6 条第 5項

の規定により、会長が副会長及び監査員を委員の中から指名させていただく。副会長は引

き続き新発田商工会議所の加藤委員、監査委員は引き続き新発田市ハイヤー・タクシー協

会の庭山委員と川東自治連合会の渡邉委員にお願いしたいと考えているが、いかがか。 
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⇒全員意義なく承認された。 

 

【第 2号議案】令和 7年度事業報告及び決算報告について 

事務局から資料に基づき説明後、質疑に入る。主な内容は以下のとおり。 

（1）令和 7年度事業報告について 

・市街地循環バス（あやめバス） 

－中央ルート：令和 7年度は年間乗車人数、1便平均乗車人数、収支率とも前年を上回り好調。 

－東西ルート：乗車人数は 10 か月間で約 14,000 人。あやめ園や野球場等の集客施設を経由。

市内外利用者への周知を継続強化。（令和 7年 6月 6日運行開始） 

－「リハビリテーション病院前」停留所の病院敷地内移設準備を実施（令和 8 年 4 月 1 日～

移設）。 

・川東コミュニティバス 

－年間乗車人数、1 便平均乗車人数、収支率は前年度比で減少し、コロナ影響下だった令和 4

年度程度まで後退。 

－主な利用者は高校生のため、中学生の高校選択時期に合わせ「お試し乗車券」付きチラシ

の配布などの利用促進を実施。 

・松浦地区公共交通 

－年間乗車人数は前年度比で約 600 人増。令和 2年度以降、ルート見直しで堅調推移。 

－地域と検討の上、当面運行の見直しは行わないこととした。 

・豊浦地域公共交通 

  －本田・天王号：年間乗車人数は前年度比で約 900 人増。収支率は改善。 

  －中浦・荒橋号：年間乗車人数は前年度比で約 190 人増。利用実態に応じ運行見直しを継続

して検討する。 

・五十公野・赤谷地区公共交通 

　－年間乗車人数、 1 日平均乗車人数ともに前年度を下回るが、車両周辺費を除く運行経費が

下がり、収支率は改善。 

　－地域要望を踏まえた内容での実証運行を令和 7 年度から今年度も継続中。結果を検証し、

本格運行に向け地域と協議する。 

・加治川地域公共交通 

－年間乗車人数は前年度を下回るも、1便平均乗車人数は増加、収支率は改善。 

  －令和 5年度の新規運行以降、利便性向上（時刻改正・停留所追加）により、1便平均乗車人

数が 1.2 人まで改善。 

－令和 8年 4月の路線統合に向け準備を実施。 

　　　・紫雲寺地域公共交通 

　　　　－年間乗車人数は前年度を上回るも、1便平均乗車人数は微減。主な利用者である高校生の利

用促進が必要である。 

　　　・佐々木地区公共交通 

　　　　－令和 7年 5月 20 日運行開始。11 か月で乗車人数 433 人、1人当たり 0.8 人。 

    　　－1回乗車体験券付きチラシ配布、職員による乗り方教室開催。 
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    　　－市街地方面行きの午後便追加、停留所追加の準備を実施。（令和 8年 6月 29 日から見直し

後の運行開始） 

　　　・バス位置情報システム 

　　　　－アクセス数が前年度比約 19,000 件増で過去最高。東西ルート及びささき号へのシステム搭

載拡大が寄与。 

　　　・キャッシュレス決済システム 

　　　　－決済件数と総収入に占める割合は前年度を下回った。チャージ可能な場所が、市役所等に

限られることが利用者にとって不便である点が要因と考えられる。 

　　　・オンライン予約システム 

　　　　－利便性向上のため令和 7年度から運用開始。 

    　　－中浦・荒橋号、かじかわ号を完全予約制とし、ささき号は令和 8年 6 月 29 日より完全予約

制とする。 

    　・乗り方教室 

　　　　－新路線の佐々木地区で 5回開催。今後も地域と連携して継続予定。 

 

（2）令和 7年度決算報告 

・歳入：当初予算額は県補助金見込み無しの 1 億 7,504 万 7 千円としていたが、年度途中に県

補助金 717 万 3 千円の交付決定により増額補正し、予算現額を 1 億 8,075 万 7,624 円

とした。決算額は予算現額から 146 万 2,376 円減の、1億 8,075 万 7,624 円となった。 

　　　・国補助金：地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金　609 万 6 千円 

※対象路線…市街地循環バス、川東コミュニティバスの一部 

　　　・県補助金：地域の移動手段確保支援事業費補助金　717 万 3 千円 

　　　　　　　　　※対象路線…ささき号、あかたに号、あやめバス東西ルート 

・歳出：運行経費は既存路線 8路線に加え、新規運行 2路線（東西ルート、ささき号）分。 

当初予算額は 1 億 7503 万 3 千円としていたが、年度途中に 717 万 3 千円を増額補正し、

予算現額 1 億 8,220 万 6 千円とした。決算額は予算現額から 70 万 285 円少ない 1 億

8,150 万円 5,715 円となった。 

 

（3）会計監査報告 

・会計監査員から報告 

・令和 8年 5月 14 日に会計監査を実施 

・予算差引簿、預金通帳、補助金関係書類、出納関係書類を精査した結果、適正かつ正確に処

理されていることを確認した。 

 

○委員 

佐々木地区公共交通で行った、高校選択の時期に合わせた乗車体験について、時刻表を見

る限り、午前・午後ともに高校生の通学には間に合わない時間帯だと思われる。高校生がタ

ーゲットであれば、時刻を見直さないと難しいのではないか。実際は高校生ではなく高齢者

をターゲットにしているのかもしれないが、高校生はターゲット層に当てはまらないと思う

がいかがか。 
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　　　○事務局 

　　　　　事務局の説明で申し上げた「中学 3 年生の乗車体験」は、川東のコミュニティバスの実施

事業である。佐々木地区の運行見直しについては、以前に佐々木地区での協議内容を当協議

会で報告したとおり、今まで高校生の利用者は 1 人もいなかった。佐々木地区内には佐々木

駅、西新発田駅と JR が 2 駅あり、さらに旧国道 7 号線上に新潟交通観光バス株式会社が運営

する大形線が走っていることから、高校生は主にそちらの公共交通を利用していると分析し

ている。他地域の路線では、8時頃に新発田駅に到着する便からスタートして 2便運行するが、

地区と協議した際に、ささき号についてはこの時間帯の利用が見込めないため、6 月 29 日か

らは午後に地区に帰っていく回送を利用して午後に市街地にもう 1 便来れるという、高齢者

が通院や買い物の交通手段として利用しやすい公共交通にコンセプトを改め、運行を見直し

た。委員からお話があったとおり、ささき号だけは高校生をターゲット層から外し運行を見

直したが、引き続き佐々木地区の自治会長と情報を共有しながら適宜運行を見直していきた

い。 

　　　 

　　　○委員 

　　　　　新潟県内各自治体の協議会にこれまでいくつか参加したが、新発田市の議案書を見て、数

値、それに関する検討や課題、対応策がきっちりと書かれているので、素晴らしいと思った。

確認だが、キャッシュレス決済システムについて、専用 IC カード、スマートフォンによる

アプリを使い利用するといったことが書いてあるが、これはこのとおりで間違いないか。そ

のプラットフォーム、例えば一般的に利用するクレジットカードや PayPay などを思いついた

が、利用率が伸び悩んでいるようなので、専用の IC カードやスマートフォンではハードルが

高いのか。その辺りの所感や実績があれば教えてほしい。 

 

　　　○事務局 

　　　　　キャッシュレス決済システムは、バスどこシステムというバスの位置情報提供システムの

オプションで付け加わったものである。バスの位置情報を提供するに当たり GPS でバスの位

置情報を拾うが、乗降場所の位置情報をシステム上取得できることから、運用企業から位置

情報提供システムに決済機能を紐付けないかと提案があり、専用のキャッシュレス決済を導

入した。その結果、現金でしかチャージできないバス専用のキャッシュレス決済になってし

まったことから、汎用性に乏しく、利用が先細っているのが現状である。現行システムの今

後の発展性を考えると、QR コード決済やクレジットカードから直接決済できるシステムへの

切り替えも検討していかなければならない。 

 

　　　○委員 

　　　　　資料 19 ページ記載の川東コミュニティバスの説明の中で、「令和 7 年度は乗車人数、収支

率ともに前年度比でマイナスになり、乗車人数に関してはコロナの影響が残った令和 4 年度

と同レベルであった」という話があった。乗車人数は確かに令和 2 年度を底にして令和 3、4

年度と浮上しているが、令和 4 年度の乗車人数と同レベルになった理由や、なぜ減少したの

かといった分析があれば、参考に教えていただきたい。 
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　　　○事務局 

　　　　　川東地区に限ったことではないが、まずは高校生の通学をメインに据えているのが、公共

交通の基本的な考え方になる。推定ではあるが、前年度比で減少した要因は、高校生の人数

が減少したことだと思っている。教育委員会が把握している中学校ごとの学年の人数も、前

年度と比べてトータルでおよそ 20 人減っていたと思う。実際に 1人の高校生が往復で利用す

ると、1日に 2人、それが 20 日間ということで、月に計 40 回、乗車人数は延べ 40 人という

ことになり、年間乗車人数は 480 人となる。毎日利用する高校生が 10 人減れば、4,000 人以

上減る見込みになる。このことから、減少の主な要因は高校生の利用減少であると考えてお

り、それは人口減少や少子化が要因だと捉えている。まずは親の送迎に頼らない形として高

校生に公共交通を利用していただき、利用者の減少をなんとか食い止めたいというのがこち

らの思いである。 

 

　　○委員 

　　　　　今の事務局の説明に補足したいので、資料 21 ページをご覧いただきたい。川東地区は小中

学生混乗方式のスクールバスを兼ねた公共交通であり、竹俣地区にある特別支援学校に通う

方も多く利用する。その人数は年々で変化が多く、その状況が資料 21 ページ掲載の表のう

ち、乗車人数の右側にある手帳提示者という欄に表れている。手帳提示者は、多い時は年間

で 1万人近くいるが、令和 7年度は 7,900 人であり、1,000 人から 1,500 人ほど減少しており、

この部分が半分近く影響していると見ている。今ほど事務局から説明した要因が考えられる

と思うが、この手帳提示の支援学校の生徒数が減少していることも要因であると考えられる。 

 

　　○委員 

　　　　　高校生をターゲットにすることは、とても大事なことだと思うが、子どもの数が減ってき

ている。子どもの場合は、親が送り迎えできるかもしれないが、高齢化社会で高齢者が 1 人

で住んでいたり、運転免許証を返納しなくてはいけない状態になったり、都会から U ターン

したいが公共交通の便が悪くてとても住めないので U ターンできない、といった声も聞く。

もちろん高齢者もターゲットにしているとは思うが、高齢者が使いやすい形でこれからも考

えてもらえると良いと思った。また、先ほどのキャッシュレス決済の話に戻るが、Suica を導

入することは難しいのか。 

 

　　○事務局 

　　　　　1点目の質問の、ターゲットについてであるが、先ほど事務局からは、各地域の公共交通で

は、メインターゲットを高校生としているが、佐々木地区については高校生をメインターゲ

ットから外すと説明した。各地域から市街地方面行きのバスは基本的には 2 便で、1便を高校

生、2便を通院や買い物へ行くための高齢者向けの便という設定にしている。そういった意味

ではメインターゲットは高校生だが、ターゲットから高齢者を外すということではない。ま

た、2 点目のご質問の、いわゆる Suica は交通系 IC カードであるが、交通系 IC カードは現

在のシステムと連携していないため、今後の入れ替えの中で交通系 IC カードが良いのか、そ

れとも交通系 IC カードは事前にチャージが必要になるが、クレジットカードであればチャー



- 7 - 

ジ不要で、かつタッチ決済もできることから、どういった決済サービスが良いか、あるいは

そういった交通系 IC やクレジットカード等のサービスは一切入れず、 QR コード決済だけで

良いか等、様々な意見があると思う。他市の事例等を参考にしながら検討し、一番コストパ

フォーマンスが良いものを選びたいと思い、情報収集を進めている。 

 

⇒その後質疑無し、議長から諮り、全員異議なく承認された。 

 

【第 3号議案】令和 9年度地域公共交通計画認定申請書（案）について 

事務局から資料に基づき説明後、質疑に入る。主な内容は以下のとおり。 

（1）地域間幹線系統確保維持費国庫補助金 

・大形線の事業目標 

　①年間利用者数 353,500 人、②収支率 77.5％以上、③財政負担額 0円 

・次第浜線の事業目標 

　聖籠町の地域公共交通計画と合わせた目標値を設定する。 

（2）地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金 

・市街地循環バス（中央ルート）の事業目標 

　　①年間利用者数 87,000 人、②収支率 27.4％以上、③財政負担額 291.1 円/年・人 

　・市街地循環バス（東西ルート）の事業目標 

　　①年間利用者数 18,000 人、②収支率 7.8％以上、③財政負担率 1018.3 円/年・人 

・川東コミュニティバスの事業目標 

　　①年間利用者数 43,000 人、②収支率 9.2％以上、③財政負担額 1105.1 円/年・人 

　　　 

　⇒質疑無し、議長から諮り、全員異議なく承認された。 

 

【第 4号議案】自家用有償旅客運送更新登録の手続について 

　事務局から資料に基づき説明後、質疑に入る。主な内容は以下のとおり。 

　・当市の自家用有償旅客運送の有効期間は、令和 5 年 10 月 1 日から令和 8 年 9 月 30 日までで

あることから、地域住民の移動手段確保のため、有効期間の更新申請を行いたいもの。 

　・更新後の有効期間は、令和 8年 10 月 1 日から令和 11 年 9 月 30 日までの 3年間。 

　・保有する自動車の数は、中型バス 4台、マイクロバス 4台、普通自動車 1台の合計 9台。 

  ・資料 P85 6 の表中の数値訂正あり。 

（保有合計台数：誤 8　正 9、バス合計台数：誤 7  正 8、合計台数：誤：8 　正：9） 

 

　　⇒質疑無し、議長から諮り、全員異議なく承認された。 

 

【第 5号議案】五十公野～赤谷地区公共交通（あかたに号）の停留所移設について 

事務局から資料に基づき説明後、質疑に入る。主な内容は以下のとおり。 

・現在、主要地方道新発田津川線にある赤谷号の停留所「赤谷車庫前」の位置を、新潟交通株

式会社赤谷車庫の敷地内に変更し、あわせて運行ルートを主要地方道から集落内を通る市道

に変更するとともに、利用方法を予約制に変更したいもの。 
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・変更の理由は、主要地方道の停留所付近に横断歩道があり、利用者はこの横断歩道を渡って

停留所に行き、バスに乗車しているが、利用状況を踏まえ、主要地方道を横断することなく

安全に利用でき、かつ停留所までの距離が近くなるため。地域の皆様や運行事業者、所有者

と協議をし、移設することに承諾をいただいた。 

・協議会での承認後、運輸局に変更手続を行い、令和 8 年 9 月から変更したい。あわせて、地

域の皆様への文書配布やバスの車内掲示等により周知を図りたいと考えている。 

 

⇒質疑無し、議長から諮り、全員異議なく承認された。 

 

【報告 1】書面協議の結果について 

主な説明内容は以下のとおり。 

・令和 8年 4月 30 日付け佐々木地区公共交通「ささき号」の運行内容変更について 

・背景及び変更理由 

－ささき号は令和 7 年 5 月に運行を開始したが、利用状況を踏まえて停留所の増加や運行便

数の増加等の見直しを行い、運行の効率化と利用者の利便性向上を図るもの。 

・全ての委員から承認いただき、令和 8年 6月 29 日から運行内容を変更する。 

 

5　その他 

　　○委員 

　　　　公共交通バスの運転手の安全管理について、念のためお聞きしたい。運転手の高齢化や人材

不足等で、運転手の一定レベルを維持することは簡単ではないと思うが、健康状態等を踏まえ、

どのように運転手の安全管理をチェックしているのか。川東地区は一般のバスではなく小学生

や中学生を含めたスクールバスの機能を兼ねており、昨今の社会情勢からより安全安心が求め

られている。改めて、現在の社会情勢の中で運転手の安全管理はどのようにしているか、また、

不良状態の時に代替運転手等の確保も含めてどのようになっているのか。 

 

　　○新潟交通観光バス㈱ 

　　　　運転手には年 1 回健康診断を受けさせており、結果が芳しくない場合は追跡調査を行い、そ

の都度病院に行ってもらい、治療内容等の報告を義務化している。先ほどの話にもあったが、

当社の運転手も高齢化しており、継続治療が必要な運転手が多いのが実情であるため、服薬や

通院の状況について運転士全員に聞き取り調査し、健康管理を行っている。安全運転について

は、毎日の出入庫の際に点呼を行い、安全運転に努めるよう周知している。 

 

○事務局 

今ほど回答いただいた内容は、緑ナンバーの営業バスについてであるが、本日の第 4 号議案

で承認いただいた、特別な許可をもらって市が運行する白ナンバーのバスについても、健康診

断や毎日の業務前後に点呼が行われている。白ナンバーも、緑ナンバーに準じる運行体制で許

可をもらって運行しており、数年に一度、県の監査で実施内容のチェックを受けている。委託

も含め市が運行しているものについては、しっかりとした体制の中で運行している。 
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○事務局 

・新発田病院通院対応高速のりあいタクシーの本格運行に係る今後の予定について 

昨年の 6 月に開催した当協議会において、村上市より実証運行の計画について説明をいた

だいた。村上市からこれまでの実証運行を踏まえ、一部内容を変更し、令和 8 年 10 月から本

格運行に移行する計画であると情報提供をいただいた。変更内容は、停留所を 2 か所追加す

ること及び一部区間で乗車料金の変更である。本格運行の開始にあたり、当協議会での承認

が必要となる。現在、村上市において必要な調整や事務手続などを進めており、令和 8 年 8

月を目途に委員の皆様に書面協議をお願いしたいと考えている。 

・新発田市地域公共交通利便増進実施計画の策定に向けた準備について 

当市では、市街地を中心に市内全域を網羅する公共交通路線を巡らせている。令和 7 年度

に佐々木地区公共交通「ささき号」が運行を開始したことにより、交通空白域の整備が完了

したが、引き続き、利用者数の増加や利便性の向上に向けた取組を進めていく必要がある。

その取組の一つとして、「新発田市地域公共交通利便増進実施計画」の策定に着手したいと

考えている。利便増進実施計画とは、地方自治体が中心となり、路線バスの再編やデマンド

型交通の導入、運賃・ダイヤの改善など、利用者の利便性を向上させる具体的な事業を実施

するために策定するもので、この計画を策定することで、運行費補助の特例として、幹線系

統の人数要件の緩和やフィーダー系統の補助上限額の引き上げといった国の支援を受けるこ

とができる。利用者の利便性向上を図りながら、財源の確保にも努めるべく、利便増進実施

計画の策定に向けて取り組んでいきたい。具体的には、市街地循環バスにおいて、中央ルー

トと西ルートを統合し、さらにこれまでルートに含まれていなかった商業施設まで延伸させ

ることで、利用者にとって分かりやすく、より使い勝手の良い運行ルートとなるよう進めて

いきたいと考えている。今後、新たな運行ルートや運行ダイヤ、利便増進実施計画の素案等

を作成し、運行事業者や運輸局との協議・調整を行っていく予定であり、当協議会において

は然るべきタイミングでお諮りしたいと考えている。 

　　 

　　○会長 

　　　　今ほど事務局から利便増進実施計画の策定に向けた準備について説明があったが、それに関

連して一言申し上げたい。前回の会議において、物価高騰下での路線維持に対する懸念が委員

の皆様から示された。公共交通の持続可能性を確保することは、本市にとって喫緊の課題であ

り、重要な検討事項であると私も認識している。そのため、利便増進の実施時期に合わせ、こ

れまで長年据え置いてきた運賃の見直しについて、いよいよ検討するべき時期に来ていると捉

えている。ただし、その検討にあたっては、市長が掲げる「子育てするならやっぱり新発田」

という理念を反映させることが必要である。単なる見直しに終始するのではなく、通学定期券

の導入など、子育て世帯の負担を軽減する仕組みを盛り込むことが重要であると考えている。

事務局には、この方針に基づき具体的な検討に入るよう指示した。検討案がまとまり次第、改

めてこの協議会の場で皆様にご審議いただきたい。今後とも、新発田市の公共交通の未来を支

えるため、皆様のご協力とご意見をお願い申し上げる。 

 

○委員 

7月 1日付けで、事業者名が一部変更となる。 
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○事務局 

8月実施予定の書面協議と合わせて、協議会規約の改正に係る書面協議を行う。 

 

6　閉　会


